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なわち IR についての比較的系統的な C.Y.LIANG らのセルロースの近赤外領域における吸







これらの方法を用いた木材についての報告はきわめて少なく, ただ IR については Nujol
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(i)供試材料 :手鈍によりできるだけ薄 く削られた気乾状態 ヒノキの半径画 (厚さ約25〝,
紘維方向長さ約 30mm,幅約 10mm)およびポ リエチレンに包芦P･_(処理温度約 120oC)した
木粉 (ヒノキ,ブナ混入)｡
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線が得られている｡




定したもの) を比べると 1800-1200cm-1 における吸収線が木材の方が著 しくかつ複雑であ
る｡このことよりこの範囲のものは主として- ミセルロ-ス,リグニンによる吸収と考えられ,
この結果は M ARCIiESSAULT らのものとはば一致する｡
Fig.1(d)～(f)および Fig.2に示されるように 500-250cm-1における木材の吸収曲線









(iii)実験結果 :実測された微分曲線を Fig.4-7に示す｡ これらにはポ リュチレンの場
合27'のように鋭いピ-クと幅の広い山の部分が重なって現われるが, 前著は吸着水に よ るも
の,後者は木材実質によるものと考えられる｡













ブナの AH "7,.ぎZ, <AHu>をTablelに示す｡常温における木材実質のこれらの値はT.SwAN-
























【 ? ? ? ー



















木 材 研 究 第32号 (1964)
お も り に
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